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2019～2020 年度会長方針「世界で良いことをしよう！」東京豊島東ロータリークラブ東京豊島東ロータリークラブ第2580地区第2580地区

本日のプログラム
理 事 会� 11：15～12：00
例　　会� 12：30～13：45�
クラブ協議会②

次回（９月12日）のプログラム
東京池袋ロータリークラブとの合同例会

今月のソングリーダー 廣内　世英会員

1.� 理事会報告
２.� クラブ旗新調お披露目と募金案内
３.� バギオ基金より、前川会員へ感謝状が届いてお
ります。

会 長 報 告

１.� 有我会長ＰＨソサエティ表彰
２.�「ロータリアン」8月号が届いております。
３.�「ガバナー月信」8月号をメールにて送付済。
４.� ホームミーティング開催のお願い。

幹 事 報 告

9月のお祝い
【会員の誕生日】
佐藤　久雄会員� 9日
【夫人・夫君の誕生日】
稲川　早苗夫人� 11日

■ビジター
東京練馬西ロータリークラブ� 横山　晴夫様

■出席報告

会　員 出席算入
会員数 出席数 欠席数 出席率 6月26日分

修正出席率

26名 24名 17名 9名 70.83％ 80.77％

第1533回例会 2019年９月４日

前々回第1531回例会報告　2019年８月７日

皆様のご協力により、
クラブ旗が完成いたしました！

クラブ旗完成！

前川会員　
バギオより感謝状

有我会員　ポール・ハ
リス・ソサエティ認証



＜ニコニコ袋＞
有我会員／誕生祝いありがとうございます。やっと
シニア（65才）になれました。皆様よろしく
お願い致します。

稲川会員／ニコニコするとゴルフが上手になるそう
です。全英女子オープン優勝　祝・渋野プロス
マイル！スマイル！

＜指定ニコニコ袋＞
渡邊会員／米山委員会　妻の誕生日のお祝い今年は
孫と一緒にお祝いを致しました。

櫛田会員／社会奉仕委員会　豊島区民社会福祉協議
会のご指導をいただき、来年度補助金の奉仕
テーマを検討中です。当クラブの社会奉仕にご
支援をお願い致します。

ニ コ ニ コ  B O X
〈今　回〉 〈累　計〉 〈予算達成率〉

31,500円 199,000円 16.58％

Smiling BOX

　「国際医療ボラン
ティア」と聞いて何
をイメージされるで
しょうか。実際何が
行われているのか、
なかなか想像し難い
と思います。私自
身、始める前はとて

も漠然とした「人助け」のイメージしかありません
でした。今回、東京豊島東ロータリークラブ様より
卓話のご依頼を頂き、国際医療ボランティアについ
てお話をさせて頂くことになりました。私の東南ア
ジアでの医療ボランティア活動の経験談を通じて、
少しでも皆様に現場の様子が伝わりますと幸いで
す。私は自身が学生時代にタイ・プーケットでスマ
トラ沖地震の津波被害に遭ってから医療救援活動や
国際医療に興味を持ちました。それをきっかけに看
護師になり、国際医療ボランティアを行っている特
定非営利活動法人ジャパンハートに参加しました。
参加後はミャンマー、カンボジア、ラオスで医療ボ
ランテイア活動をし、主にラオス国内で出張診療や
手術、ラオス人医療者の育成を行っていました。ラ
オスの病院には、様々な国からの寄付で麻酔の機械

第1531回例会 卓　話
「国際医療ボランティアの現場」

～東南アジアでの医療活動について～
特定非営利活動法人ジャパンハート
ボランティア看護師� 川口　良子

や内視鏡等、高価な医療機器が置かれています、そ
れらを使い治療ができる医師がいません。専門的な
知識を持つ医師も少なく、都市部にしかいません。
そのため高度な医療が必要な患者さんはタイやベト
ナム等、医療が発展している近隣国へ行くのですが
治療費は高額で富裕層の患者さんしか治療が受けら
れないのが現状です。そこで、ジャンパンハートで
は無料で医療が必要な患者さんを現地医療者と共に
治療をしています。現地医療者と日本人医療者が一
緒に診療や手術を行うことで知識や技術を伝える事
ができます。ラオスも都市部では医療が発展してき
ていますが、地方には行き届いていません。私たち
はそういった地方の患者さんを治療するために、僻
地の村に必要な薬剤や医療機器、自分たちの寝袋を
持って出張で診療、手術を行います。場所によって
は悪路のため車移動で2日かかります。それでも、
「病院はお金がかかる。」「ラオスでは治療ができな
い。」と、治療を諦めていた大勢の患者さんの待つ
僻地の村に向いました。手術も村の病院で行います
が、インフラの整備が十分でないため停電や断水が
頻回にありました。その都度、懐中電灯で手術部位
を照らし、節水を行いなんとか環境に順応して治療
をしていました。手術後は、看護師だけで村の病院
に残り、手術後の患者さん全員が村に帰るまで治療
します。ある患者さんはラオスの病院では治せない
と言われた大きな首の腫瘍を隠して10年以上生活
していました。ジャパンハートの手術で腫瘍を取っ
て、傷も綺麗になり堂々と村に帰っていく様子はな
んとも言えない感動がありました。
� （次号に続く）

2019年8月7日（水）

第２回定例理事会　議事録
１．会計報告（前年度決算・会費納入状況）　
� 承認

２．８，９，１０月のスケジュール� 承認
３．地区大会委員長稲川会員� 承認
４．ロータアクト卓話ご紹介
５．ロータリー日韓親善会議締め切り延長
６．ＲＬＩ講習の案内


